
令和６年７月 17 日 令和６年度第１回とやまスタートアップ戦略会議 議事要旨 

 

【経済界を巻き込んだスタートアップエコシステム形成イベントについて】 

・今までは県や若手企業、大学等を巻き込んでいたが、これからは県内の大企業も巻き込ん

でオール富山でエコシステム形成に取り組んでいく必要がある。 

・ベンチャーを育てようとしている自治体では、地元の金融業界が中心になってベンチャー

キャピタルを創出し、地元の企業に出資することで外部からベンチャーキャピタルを呼び込

んでいるので、経済界を巻き込んだエコシステムの取組みは必須。 

・スタートアップ企業同士の横の繋がりをつなげるようなものがあると良い。 

 

【T-Startup 新機軸としてのバイオベンチャー深掘りについて】 

・これまで T-Startup の中で業種や業界とかを特に決めず様々な分野を支援してきたが、富

山県の強みがある分野にアクセントを置くことも重要。 

・県内の医薬品産業と相性がいいバイオベンチャーを誘致して、県内企業、医薬品産業の活

性化につなげるという取組みをするべき。 

・バイオベンチャーの深堀りとすると間口が狭いので、ヘルスケア全般に広げた取組みのほ

うが現実的ではないか。 

・医療系を中心とするのであれば、人を対象とした研究や実証試験といったものが必要にな

ってくる。ベンチャーだけでその点を乗り越えられるのかとかいう課題を整理して考えてい

く必要がある。 

・県は関係人口を増やそうと施策に取り組んでいるので、成長戦略会議でもあったように県

内企業と連携して医療ツーリズムというような形で、色んなところから富山県に人が来ると

いう形にしたほうがいいのではないか。 

 

【その他】 

・SCOP を見学してきたが入居状況が良好で取組みがうまくいっていると感じた。 

・今年度から事務局で SNS を開設して T-Startup の情報発信に取り組んでいるが、これま

で支援してきた企業の紹介や今後期待することをインタビューして掲載するのは SNS の１

つの使い方として良いと思う。 


